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タミン酸) (γ-PGA) に、疎水化したアミノ酸の L-フェニルアラニンエチルエステル (Phe) を導入したγ
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している。これまでに 10 報の学術論文が査読を受け、既に 9報が受理されている。主な成果を要約すると以下の通り
である。 








(3) 疎水化 -PGA からなるナノ粒子アジュバントと他のアジュバントを組み合わせることで、既存のアジュバントよ
り高い免疫応答が得られるか検討している。疎水化 -PGA ナノ粒子と核酸アジュバントである CpG ODN を組み合
わせることで、相乗的に免疫細胞を活性化できることに成功している。さらに、抗原と CpG ODN を担持した疎
水化 -PGA ナノ粒子は既存のアジュバントより高い免疫応答が得られることを明らかにしている。 
(4) 免疫応答を制御する上で重要な細胞によるナノ粒子の取り込み過程を簡便かつ詳細に評価可能な観察手法の検
討を行っている。イオン液体で処理することで、溶液中と同様の形態で粒子の取り込み過程を詳細に評価でき
ることを解明している。 
以上のように、本論文は免疫応答を制御可能なナノ粒子ワクチンアジュバントとしての適切な分子設計指針を示し
たものであり、高い安全性と効果を有するワクチンアジュバントの構築に寄与することが期待される。 
よって審査の結果、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
